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に
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戸
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繁
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子
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天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
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加
賀
小
松
城
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

慶
長
十
七
年
忠
勝
、
将
軍
秀
忠
に
忠
誠
を
誓
う 
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天
正
十
三
年
堀
秀
政
の
与
力 

加
賀
小
松
六
万
六
千
石
城
主 

 
 
 
 
 
 

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
大
坂
夏
の
陣
に
忠
輝
に
従
軍 
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← 

 
 
 
 
 
 
 

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
堀
秀
治
越
後
移
封
に
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
和
四
年
家
中
不
取
締
り
の
故
を
も
っ
て
改
易 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

越
後
村
上
九
万
石
城
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

← 
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丹
波
篠
山
松
平
康
重
に
預
け
ら
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 

慶
長
五
年
徳
川
家
康
の
会
津
攻
め
に
従
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

← 
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元
和
九
年
丹
波
篠
山
に
て
没
す
る
・
断
絶 

 
 
 
 
 
 
 

慶
長
十
五
年
松
平
忠
輝
の
与
力
と
な
る 

 

 

【
村
上
氏
の
出
自
に
つ
い
て
】 

 
 

歴
代
藩
主
の
中
で
、
村
上
氏
の
出
自
ほ
ど
諸
説
ま
ち
ま 

ち
の
家
は
な
い
。 

一
、 

武
田
信
玄
に
信
濃
を
追
わ
れ
た
村
上
義
清
の
流
れ
と 

 
 

す
る
説 

一
、 

村
上
氏
の
祖
を
瀬
戸
内
海
の
水
軍
村
上
氏
の
流
れ
と 

 
 

す
る
説 

一
、 

村
上
市
史
（
通
史
）
に
よ
れ
ば
、
近
江
国
海
津
城
の 

 
 

城
将
で
あ
っ
た
時
期
が
あ
り
、
天
正
十
年
に
は
丹
羽 

 

 
 

長
秀
の
家
臣
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

一
、 

本
能
寺
の
変
が
起
こ
る
と
、
長
秀
は
明
智
光
秀
に
与 

 
 

し
た
織
田
信
澄
を
攻
め
滅
ぼ
し
て
、
信
澄
の
所
領
地 

 
 

で
あ
っ
た
近
江
高
島
郡
を
手
中
に
し
て
い
る
。 

一
、 

高
島
郡
の
北
に
は
海
津
城
が
あ
り
、
そ
こ
の
城
将
は 

天
文
十
八
年
に
は
浅
井
氏
の
将
で
海
津
長
門
守
で
あ 

っ
た
が
、
そ
の
後
村
上
義
明
（
頼
勝
）
が
在
城
し
た 

と
あ
る
。 

一
、 

高
島
郡
は
琵
琶
湖
の
西
岸
に
あ
っ
て
、
戦
国
時
代
は 

京
極
氏
、
浅
井
氏
、
織
田
氏
ら
の
支
配
を
受
け
た
と 

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
村
上
氏
は
、
そ
う
し
た
変
転
す
る 

領
主
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
、
巧
み
に
主
人
を
乗
り
換 

え
て
生
き
抜
い
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。 

二
、
以
後
、
丹
羽
長
秀
の
家
臣
と
し
て
活
躍
し
、
賎
ケ
岳 

 
 

の
合
戦
の
後
、
長
秀
は
秀
吉
よ
り
越
前
・
若
狭
・
加 

 
 

賀
半
国
を
与
え
ら
れ
、
頼
勝
は
長
秀
よ
り
加
賀
小
松 

 
 

城
を
与
え
ら
れ
た
。 

三
、
長
秀
の
没
後
、
跡
を
継
い
だ
長
重
に
属
す
る
が
、
長 

 
 

重
が
秀
吉
に
よ
っ
て
減
封
さ
れ
る
と
、
頼
勝
は
秀
吉 

 
 

に
よ
っ
て
堀
秀
政
の
与
力
を
命
じ
ら
れ
る
。 

四
、
堀
秀
治
が
、
上
杉
氏
の
会
津
移
封
に
と
も
な
い
、
越 

 
 

後
に
移
封
に
な
る
と
、
堀
氏
の
与
力
大
名
と
し
て
、 

 
 

村
上
城
主
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
村
上
市
史
・
通
史
編
よ
り
） 

【
村
上
氏
の
断
絶
と
来
次
塵
斎
の
書
状
】 

 
 

村
上
忠
勝
が
、
重
臣
の
河
野
権
兵
衛
と
冨
田
次
郎
左
衛
門
の
争
い
を
収
め
き
れ
な
か
っ 

 

た
と
い
う
理
由
に
よ
り
断
絶
と
な
る
の
が
、
元
和
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

酒
田
市
本
間
美
術
館
に
、
上
杉
景
勝
の
家
臣
来
次
出
雲
守
塵
斎
の
書
状
が
残
さ
れ
て
い 

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
村
上
氏
が
改
易
に
さ
れ
た
の
は
、
家
老
の
富
田
が
豊
臣
方
と
通
じ 

て
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
一
方
の
河
野
は
、
徳
川
家
康
知
己
の 

者
で
、
後
に
幕
府
の
御
家
人
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
河
野
は
、
幕
府
が
外
様
大
名
の
村
上 

氏
を
監
察
す
る
た
め
に
派
遣
し
た
目
付
家
老
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
豊
臣
派
の
富
田 

と
徳
川
派
の
河
野
と
が
対
立
し
、
家
中
は
両
派
に
分
裂
し
て
混
乱
し
た
こ
と
は
想
像
に
難 

く
な
い
。 

 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
お
そ
ら
く
河
野
を
通
じ
て
幕
府
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、 

そ
の
理
非
が
問
わ
れ
、
河
野
の
勝
訴
と
な
り
、
村
上
家
は
改
易
と
な
っ
た
。
幕
府
に
と
っ 

て
も
、
豊
臣
恩
顧
の
大
名
を
潰
す
に
、
う
っ
て
つ
け
の
事
件
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

 

主
君
の
忠
勝
は
、
わ
ず
か
三
百
石
の
捨
扶
持
を
与
え
ら
れ
、
配
所
の
丹
波
国
篠
山
に
向 

か
っ
た
。
そ
の
共
を
し
た
の
が
、
家
臣
の
村
上
吉
兵
衛
と
林
八
郎
右
衛
門
の
二
人
で
あ
っ 

た
。
忠
勝
は
篠
山
で
す
ご
す
こ
と
五
年
、
元
和
九
年
九
月
、
二
十
五
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。 

 
 
 


